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（IHSS）で本来フルボ酸と定義されていなかった Amberlite XAD-8 樹脂非吸
着の親水性フルボ酸画分が湖沼堆積物からの溶出に関与していることが初
めて明らかにされた。また，分子量 1,500D 以下の低分子量フルボ酸の疎水
性画分と親水性画分の両方が，カルシウムとの錯体形成能を有していること
を認めた。また，親水性画分の方が最大 2.5 倍高いカルシウム錯化能力を有
することを明らかにした。  
４．カルシウム-フルボ酸錯体の安定度を測定するために，カルシウム選択
電極を用いた連続滴定法により，XAD-8 吸着画分と非吸着画分のフルボ酸と
カルシウムとの平衡定数である条件安定度定数，カルシウム錯化容量および
錯化容量指標を測定した。この際，フルボ酸とカルシウムが 1：1 錯体を形
成していると仮定しても間違いではないことを明らかにした。 
 以上，本研究では，ダム湖堆積物に土壌科学的解析を駆使することで，新
たな知見を得るとともに，湖沼堆積物からのリンの溶出メカニズムにフルボ
酸の錯体形成能が重要な役割を果たしていることを明らかにした。これらの
知見は，今後のダム湖における富栄養化対策に大きく貢献するものと期待さ
れるので，学位(博士)論文として高く評価されるものと判断した。 
 
 
 
 
